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銅、亜鉛および鉛事業については、LMEのコンサルテーショ
ン文書を基に、鉱物原料サプライヤーの評価および鉱物原料
の原産地や輸送ルート確認等のリスクアセスメントを実施して
います。これらの評価をもとに、独立した第三者監査機関が、
当社のLME登録地金の鉱物原料が、紛争等とは無関係のサ
プライヤーおよび原産地から得られたものであることを証明し、
その監査結果をLMEへ報告していきます。また、監査法人に
よる保証レポートやLMEへの報告書も、適時コーポレートサイト
にて開示していきます。
タンタル製錬事業については、RMIによるRMAP

＊８に沿って、
第三者機関による監査を定期的に受審し、RMAP Conformant

（適合） の認証を取得しています。また、タンタル原料のサプラ
イチェーンにおけるデュー・ディリジェンスのためのプログラムに
加盟しています。
製錬事業以外の事業では、顧客からの要請に基づき、各業

界の標準に沿って、サプライチェーンを遡る調査等デュー・
ディリジェンスを実施しています。また、JEITA（電子情報技術
産業協会） の責任ある鉱物調達検討会に所属し、責任ある鉱
物調達をめぐる最新情報の収集に加え、サプライチェーンの
川下企業や、JEITAを介したRMI等の国際的イニシアティブ
への協力やエンゲージメントを行なっています。

＊４ CAHRAs: Conflict Affected and High-Risk Areas 

（紛争地域および高リスク地域）
＊５ RMI: Responsible Minerals Initiative （責任ある鉱物イニシアティブ）
＊６ LBMA:  The London Bullion Market Association 

（ロンドン地金市場協会）
＊７ LME:  The London Metal Exchange （ロンドン金属取引所）
＊８ RMAP:  Responsible Minerals Assurance Process 

（責任ある鉱物保証プロセス）

責任ある鉱物調達、金属事業本部による社内監査 （三井串木野鉱山にて）
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三井金属グループは、鉱物サプライチェーンに位置する企業
として、責任ある鉱物調達を推進しています。責任ある鉱物調
達への国際的な関心の高まりから、対象となるリスクが紛争から、
人権侵害などの社会課題や環境課題に拡大し、リスク地域が
CAHRAs

＊４に、対象鉱物も 3TG（スズ、タンタル、タングステン、
金）のほか、銀や銅、亜鉛、鉛、コバルト等に拡がっています。
三井金属グループは、OECD（経済協力開発機構）の 「紛争

地域および高リスク地域からの鉱物の責任あるサプライチェーン
のためのデュー・ディリジェンス・ガイダンス」 に沿って管理体制
を構築し、RMI

＊５やLBMA
＊６、LME

＊７などの国際的イニシア
ティブと連携しながら責任ある鉱物調達の取組みを進めていま
す。
当社グループでは、鉱物調達における包括的な方針として

「責任ある鉱物調達方針」 を制定しており、各国の法規制化の
動きを踏まえ、リスク地域や対象鉱物の見直しを適時行ない、
方針を改定しています。この方針に基づき、製錬事業を担う各
事業部では、責任ある製錬業者として第三者認証を取得し、毎
年更新しています。また、新規に製錬事業を開始する部門では、
第三者認証を取得するための取組みを進めています。
製錬事業については 「責任ある鉱物原料調達方針」 を定めて

おり、金および銀はLBMAガイダンスに沿って活動をしています。
原料サプライヤーの評価および鉱物の原産地や輸送ルート確
認等のリスクアセスメントを、毎年度実施しています。これらの評
価を基に、独立した第三者監査機関が、当社が加工した金およ
び銀地金が、紛争等とは無関係の原産地から得られたものであ
ることを証明し、その監査結果をLBMAへ報告しています。監査
法人による保証レポート、LBMAへの報告書をコーポレートサイト
で開示しています。

責任ある鉱物調達

2022年度の SAQ対象サプライヤー評価結果

Aラランンクク
（（低低リリススクク））

下記に該当する重要サプライヤーが 2022年度のSAQ対象サプライヤー
① 代替が効かない/代替調達先の手配が非常に難しい戦略部品、原料、
副資材類、設備等のサプライヤー

② ファーストサイクル終了後、調達額上位80％以内に入ったサプライヤー

サプライヤーへの取組み 実施サプライヤー数*1

調達方針の周知と実行要請 562社
同意書回収 255社
SAQ回収 136社*2

２０２２年度 活動実績

グループ内への取組み 参加者数
社内研修*3

98名

（（高高リリススクク））
Cラランンクク

（（中中リリススクク））
Bラランンクク 実施企業

86社
53％

37％

9％

エンゲージメント 4社

＊1 ファーストサイクルで活動未実施の既存サプライヤー、新規サプライ
ヤーを含む全サプライヤー
＊2 SAQ回収のサプライヤー数には、2022年度のSAQ対象サプライヤー
86社を含む
＊3 責任ある鉱物調達を含むサプライチェーン・マネジメントに関する研修

※ 四捨五入の関係で合計は100％になりません。
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